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アンケートについて 

 

項目 内容 

実施目的 
・まちづくり全般に対する住民意向の調査、特に若年層のニーズ

を把握し、未来の御浜町への思いや期待などを確認し、後期基

本計画施策内容の修正等につなげていくことを目的とする。 

実施時期 
・主権者教育終了後～１１月２０日の間 

 

 

設問設計の考え方 
・町民アンケートに比べ、特に必要なものを抽出したものをベー

スとする 

・未来の御浜町への思い等の記述式設問を設定 

 

調査手法 
・原則 WEB のみ 

・中学校を通じ、町内中学生全員に回答 URL の二次元バーコード

を配布。（域外通学の中学生には郵送） 

・中学卒業～18歳未満の者 

6 月 1 日時点で町民アンケートの対象にならない表題の者は住

基情報から抽出し、全員に郵送にて回答 URL の二次元バーコー

ドを送付 

 

  



１ 回答者属性 

アンケートを実施したところ、全 223件の回答を頂いた。 

そのうち中学生が 161件、高校生が 56件であった。 

また、生まれてからずっと住んでいる御浜町民については全体の 68％の 151件となってい

る。 

（参考数字）配布数：町内中学校に通う方 183名、町外中学校に通う方 20名、中学校卒業後 18歳未満の対象の方 224名 
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２ 愛着度について 

御浜町への愛着については、感じている、どちらかといえば感じているというポジティブ

な回答が 79％を占めた。 

愛着を感じている点として上位を占めたのは「のんびりした生活が送れる」、「家族・親

戚・友人など親しい人が居る」、「自然が豊かである」であった。 

 

 

 



３ 定住意向について 

定住意向については、住みたい、どちらかといえば住みたいというポジティブな回答が

38％に留まった。 

将来も住みたい主な理由として「住み慣れた場所だから」、「親・親戚や友達がいるから」、 

「自然がたくさんあるから」が上位であった。 

逆に住みたくない主な理由については「買い物が不便であるから」、「道路や交通の便が悪

いから」、「近くにいい仕事がないから」が上位であった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


